
 

 

 
区
議
会
第
２
回
定
例
会
の
本

会
議
２
日
目
の
６
月
７
日(

水)

、

私
、
田
中
ま
さ
や
が
、
日
本
共
産

渋
谷
区
議
団
を
代
表
し
て
、
区
長
、

教
育
長
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

(

質
問
の
柱
は
、
別
掲) 

 

今
号
で
は
、「
区
民
の
い
の
ち
に

か
か
わ
る
国
政
問
題
に
つ
い
て
」

(

要
旨)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

⑴
大
軍
拡
・
大
増
税
、
９
条
改
憲

反
対
に
つ
い
て 

 

岸
田
政
権
に
よ
る
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
は
、
日
本
が
攻
撃

を
受
け
な
く
て
も
米
国
の
先
制

攻
撃
に
自
衛
隊
の
参
戦
を
可
能

に
す
る
も
の
で
、
憲
法
９
条
違
反

そ
の
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
報

復
攻
撃
に
よ
っ
て
日
本
全
土
が

焦
土
と
化
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

43
兆
円
も
の
軍
拡
を
す
す
め

る
軍
拡
財
源
法
案
は
、
米
国
製
兵

器
の
ト
マ
ホ
ー
ク
４
０
０
発
の

大
量
一
括
購
入
な
ど
の
た
め
に
、

国
立
病
院
機
構
の
積
立
金
の
活

用
や
東
日
本
大
震
災
の
復
興
財

源
特
別
所
得
税
を
転
用
す
る
も

の
で
す
。
世
論
調
査
で
は
、
防
衛

増
税
を
支
持
し
な
い
は
80
％
に

の
ぼ
り
ま
す
。
い
の
ち
と
く
ら
し

と
復
興
の
た
め
の
税
金
を
、
大
軍

拡
に
活
用
す
る
な
ど
許
さ
れ
ま

せ
ん
。 

 

政
府
に
対
し
て
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
と
大
軍
拡
・
大
増
税

の
閣
議
決
定
、
軍
拡
財
源
法
案
の

撤
回
を
求
め
る
べ
き
で
す
。 

 

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
は
一
言
も
触
れ

ず
、
核
兵
器
廃
絶
を
究
極
の
目
標

に
先
延
ば
し
し
た
う
え
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
は
核
兵
器
の
使
用

を
た
め
ら
わ
な
い
「
核
抑
止
論
」

を
正
当
化
し
た
こ
と
に
、
多
く
の

被
爆
者
が
「
被
爆
者
と
被
爆
地
へ

の
冒
涜
だ
」
と
怒
り
の
声
を
あ
げ

て
い
ま
す
。 

ま
た
岸
田
首
相
は
、
任
期
中
の

改
憲
を
表
明
し
て
お
り
、
憲
法
９

条
の
制
約
を
な
く
し
海
外
で
の

武
力
行
使
を
可
能
に
し
て
、
戦
争

す
る
国
へ
と
突
き
進
も
う
と
し

て
い
ま
す
。 

政
府
が
や
る
べ
き
は
、
中
国
や

北
朝
鮮
の
脅
威
を
あ
お
っ
て
、
分

断
と
対
立
を
深
め
、
戦
争
の
危
険

を
拡
大
す
る
大
軍
拡
や
９
条
改

憲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
ア
ジ
ア

の
す
べ
て
の
国
を
包
摂
す
る
平

和
の
枠
組
み
で
あ
る
ア
セ
ア

ン
・
イ
ン
ド
・
太
平
洋
構
想(

Ａ

Ｏ
Ｉ
Ｐ)

の
重
要
性
は
、
日
本
も

米
国
も
中
国
も
認
め
て
い
ま
す
。 

 

政
府
に
対
し
、
「
核
抑
止
論
」

と
決
別
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
し
、
９
条
改
憲
や
敵
対
で

は
な
く
、
９
条
を
生
か
し
て
ア
セ

ア
ン
・
イ
ン
ド
・
太
平
洋
構
想
の

発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
よ

う
求
め
る
べ
き
で
す
。 

 

⑵
改
定
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
つ

い
て 

 

改
定
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
、
健

康
保
険
証
を
廃
止
し
本
来
「
任
意

で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

へ
の
一
本
化
を
強
要
す
る
も
の

で
す
。
」
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
の
調
査
で
は
、
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
に
別
人
の
医
療
情
報
が
ひ
も

付
け
ら
れ
て
い
た
誤
登
録
が
２

０
２
１
年
10
月
依
頼
７
３
０
０

件
に
上
っ
て
お
り
、
他
人
の
情
報 
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区
議
会
第
２
回
定
例
会
開
会 

私
、
田
中
ま
さ
や
が
代
表
質
問
① 

大
軍
拡
・
大
増
税
許
す
な
！
羽
田
新
ル
ー
ト
中
止
な
ど
求
め
る 

 
 

 

 

に…
 

で
間
違
っ
た
治
療
や
薬
の
処
方
を
す
る
危
険
が
生

じ
る
な
ど
、
い
の
ち
に
係
わ
る
深
刻
な
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
責
任
が
重
い
た
め
、
高
齢

者
施
設
の
94
％
が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
管

理
で
き
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

渋
谷
区
の
国
保
加
入
者
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

所
持
者
と
３
月
に
利
用
し
た
人
数
は
何
人
で
、
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
は
何
件
で
す
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

区
立
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
高
齢
者
施

設
で
の
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
管
理
に
つ
い

て
、
区
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。 

健
康
保
健
証
を
廃
止
し
、
申
請
方
式
に
す
れ
ば
、

保
険
者
が
保
険
証
を
届
け
る
義
務
が
な
く
な
り
、

高
齢
者
な
ど
の
申
請
漏
れ
で
多
く
の
無
資
格
者
を

生
み
出
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が

し
ま
す
。
ま
た
同
調
査
で
は
、
約
６
割
が
有
効
な

保
険
証
が
「
無
効
」
と
な
る
な
ど
の
「
ト
ラ
ラ
ブ

ル
あ
り
」
と
回
答
し
て
お
り
、
10
割
負
担
を
発
生

さ
せ
、
国
民
の
医
療
を
受
け
る
権
利
を
奪
い
ま
す
。 

区
長
は
、
保
険
証
を
廃
止
し
、
区
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
脅
か
し
、
情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
改
定
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
中
止
を
政
府
に
求
め

る
べ
き
で
す
。 

 

⑶
羽
田
空
港
新
飛
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て 

 

羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
よ
る
騒
音
、
落
下
物
の

危
険
は
、
い
っ
そ
う
激
し
く
な
っ
て
お
り
、
住
民

か
ら
は
、「
３
年
経
っ
て
慣
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
騒
音

は
酷
く
な
っ
て
い
る
」
「
外
で
の
会
話
が
で
き
な

い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ
る
「
羽
田
低
空
飛
行

見
直
し
の
た
め
の
議
員
連
盟
」
は
５
月
24
日
、
羽

田
新
ル
ー
ト
問
題
の
検
討
状
況
な
ど
、
国
交
省
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
、

本
町
へ
の
落
下
物
の
調
査
を
含
め
、
国
交
省
の
不

誠
実
な
対
応
に
怒
り
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

政
府
に
、
住
民
に
対
し
て
誠
意
を
持
っ
て
対
応

す
る
と
と
も
に
、
羽
田
空
港
新
飛
行
ル
ー
ト
は
直

ち
に
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
す
。 

田中まさや幹事長の代表質問の項目 

１.区民のいのちにかかわる国政問題について 

⑴大軍拡・大増税、9条改憲反対について 

⑵改定マイナンバー法について 

⑶羽田空港新飛行ルートについて 

２．くらし、福祉、中小業者の営業最優先の区政について 

⑴物価高騰からくらしと営業を守る対策について 

⑵大企業奉仕からくらし、福祉、教育優先について 

⑶国保料の引き下げ、子どもの均等割無料について 

３．教育について 

⑴学校給食の無償化について 

⑵３５人学級の実現と教師の多忙化解消について 

４．介護・高齢者福祉について 

⑴高齢者の医療・介護の負担増の中止について 

⑵地域包括支援センターについて 

⑶介護職員の処遇改善について 

⑷特別養護老人ホームの待機者解消について 

以上 

田中 まさや 

http://tmasayan.exblog.jp/

